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レドックス感受性小分子の

ケミカルバイオロジー

活性酸素・活性窒素種、および親電子性物質などの短寿命活性種の多くは、タンパク質チオール基に作用す
るレドックス制御因子であり、タンパク質機能修飾を介して、シグナル伝達に影響を与える。こうした制御因子
の細胞生理学的・病理学的役割を理解する上で、それらの標的タンパク質の同定やシグナル伝達機構の解析
は不可欠であり、プロテオミクスなどのケミカルバイオロジーにおける最先端技術が最も活躍しうる研究領域
でもある。本セミナーでは、内因性及び外因性の様々なレドックス制御性因子を取り上げ、それらを感知する
ケミカルセンサーあるいはレセプター蛋白質、さらにはレドックス感知機構に連動して惹起されるシグナル伝
達の分子制御機構などについて取り上げる。
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セミナー修了後にサインを受けること。聴講は自由大歓迎です。学部生の皆さんもぜひどうぞ。
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